
モノづくり�

　
関
西
の
モ
ノ
づ
く
り
が
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
が
８
月
に
発

表
し
た
２
０
１
４
年
度
の
関
西
地
域
設
備
投
資
計
画
で
、
製
造
業
は
前
年
度
比

・

３
％
増
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
政
投
銀
に
よ
る
と
、
電
気
機
械
と
と
も
に
関
西
産
業

を
支
え
る
化
学
や
一
般
機
械
を
中
心
に
能
力
増
強
投
資
が
行
わ
れ
、
幅
広
い
業
種
で

の
本
社
建
て
替
え
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
動
き
が
出
て
き
た
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を

追
っ
た
。

モ
リ
イ
製
作
所
の
現
場

▲

関西の製造業、動き活発化 投
資
拡
大
、
拠
点
新
設
相
次
ぐ
能
力
増
強
や
省
力
化
狙
い

現
場
の
工
夫
で
効
率
ア
ッ
プ
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生
産
能
力
拡
大
の

け
ん
引
役
と
な
る

Ｏ
Ｋ
Ｋ
の
新
Ｍ
工

場

　
「
本
日
は
新
し
い
モ
ノ
づ

く
り
の
始
ま
り
の
日
。
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
高
品
質
な

工
作
機
械
を
全
世
界
に
送
り

出
し
た
い
」
。
中
堅
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
、
Ｏ
Ｋ
Ｋ
の
井

関
博
文
社
長
は
８
月
下
旬
に

行
っ
た
新
工
場
棟

通
称
Ｍ

工
場

竣
工
式
で
宣
言
し

し
ゅ
ん
こ
う

た
。

　
主
力
の
猪
名
川
製
造
所

兵
庫
県
伊
丹
市

内
に
あ

る
Ｍ
工
場
は
、
同
社
の
メ
ー

ン
生
産
拠
点
の
位
置
づ
け
。

た
だ
１
９
３
９
年
に
建
設
さ

れ
た
建
物
は
、
設
備
も
含
め

て
老
朽
化
に
伴
い
生
産
効
率

が
年
々
悪
く
な
り
、
建
て
替

え
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

業
績
悪
化
か
ら
立
ち
直
っ
た

の
を
機
に
、
新
設
を
決
め

た
。

　
新
設
さ
れ
た
Ｍ
工
場
は
こ

れ
か
ら
生
産
設
備
を
順
次
導

入
し
、
猪
名
川
製
造
所
全
体

の
年
間
生
産
能
力
を
現
状
比

％
増
の
１
２
０

０
台
に
高
め
る
け

ん
引
役
と
な
る
。

総
投
資
額
は
約

億
円
を
計
画
。
横

型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

や
５
軸
加
工
機
の

増
産
体
制
を
整
え

て
い
く
。

　
井
関
社
長
は

「
Ｍ
工
場
は
当
社

が
日
本
で
モ
ノ
づ

く
り
を
し
っ
か
り

や
る
象
徴
に
も
位

置
づ
け
て
い
る
」

と
強
調
。
２
０
１

５
年
の
創
業
１
０

０
周
年
に
向
け

て
、
攻
め
の
姿
勢

を
み
せ
る
。

　
東
京
・
大
田
区
と
並
び
、

「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
と

称
さ
れ
る
大
阪
府
東
大
阪

市
。
東
大
阪
の
中
小
企
業
で

も
設
備
投
資
の
動
き
が
出
て

き
て
い
る
。
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン

加
工
の
シ
ナ
ガ
ワ

大
阪
府

東
大
阪
市

は
、

月
に
現

本
社
近
隣
に
新
本
社
工
場
を

建
設
す
る
。
複
数
フ
ロ
ア
に

加
工
工
程
が
ま
た
が
っ
て
い

る
の
を
、
新
拠
点
で
は
ワ
ン

フ
ロ
ア
に
集
約
し
生
産
性
を

高
め
る
。
総
投
資
額
で
３
億

５
０
０
０
万
円
を
投
じ
る
。

　
独
自
の
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト

で
存
在
感
を
示
す
ハ
ー
ド
ロ

ッ
ク
工
業

同

は
７
月
、

本
社
近
く
に
商
品
の
一
括
在

庫
管
理
が
で
き
る
商
品
セ
ン

タ
ー
を
約
５
億
円
で
新
設
し

た
。
物
流
専
用
倉
庫
を
設
け

る
の
は
初
め
て
で
、
４
工
場

に
分
散
し
て
い
た
在
庫
を
集

約
し
た
。
物
流
作
業
の
省
力

化
が
狙
い
だ
。
　

　
他
に
も
、
定
量
ス
ポ
ッ
ト

ハ
ン
ダ
付
け
ロ
ボ
ッ
ト
を
手

が
け
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ

同

が

月
１
日
に
大
阪
市
内
に

難
波
工
場
を
設
置
し
た
。
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
で
も
、
着

実
に
設
備
投
資
を
行
う
動
き

が
出
て
き
た
。

　
中
小
製
造
業
で
新
拠
点
の

開
設
ま
で
い
か
な
く
て
も
、

設
備
を
積
極
導
入
し
、
現
場

の
工
夫
で
モ
ノ
づ
く
り
力
を

高
め
る
動
き
も
目
立
つ
。

　
モ
リ
イ
製
作
所

大
阪
府

東
大
阪
市

は
、
光
学
機
器

や
半
導
体
製
造
装
置
向
け
の

大
き
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
材
料

を
歪
み
な
く
削
る
加
工
を
得

意
と
す
る
。
ア
ル
ミ
の
切
削

加
工
は
厳
し
い
精
度
が
必
要

だ
。
組
み
立
て
後
の
動
作
な

ど
図
面
に
な
い
要
素
も
配
慮

し
加
工
す
る
に
は
最
新
機
器

と
熟
練
の
技
術
が
不
可
欠
。

　
だ
が
、
熟
練
工
が
個
々
で

作
業
し
て
い
て
は
生
産
性
が

上
が
ら
な
い
。
同
社
は
チ
ー

ム
プ
レ
ー
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
挑
ん
で
い
る
。
お
の
お

の
の
作
業
状
況
を
見
え
る
化

し
つ
つ
、
臨
機
応
変
に
作
業

を
変
え
て
工
程
の
滞
り
を
排

除
す
る
。

　
同
社
の
森
井
慎
治
社
長
は

「
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
挑
戦
意
識
の
共
有
、
作

業
の
見
え
る
化
」
で
、
受
け

た
仕
事
は
必
ず
成
し
遂
げ
ら

れ
る
企
業
に
な
っ
た
と
断
言

す
る
。

　
半
導
体
製
造
装
置
や
航
空

機
で
使
う
ア
ル
ミ
、
ス
テ
ン

レ
ス
部
品
の
加
工
を
担
う
草

川
精
機

京
都
市
南
区

は

最
新
設
備
と
「
加
工
担
当
が

加
工
に
専
念
で
き
る
職
場
作

り
」

草
川
博
史
社
長

で
、
技
能
を
高
め
て
き
た
。

　
熟
練
技
能
者
が
辞
め
て
し

ま
う
と
企
業
の
技
能
が
落
ち

る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、

工
程
管
理
や
設
計
な
ど
の

頭
脳

と
、
加
工
現
場
の

手
足
を
分
離
し
た
。
機
械

の
条
件
設
定
や
工
具
の
選
定

な
ど
暗
黙
知
を
含
め
た
加
工

ノ
ウ
ハ
ウ
は
デ
ー
タ
化
。
デ

ー
タ
を
使
い
頭
脳
側
が
指
示

書
を
作
成

し
、
手
足
で

あ
る
作
業
者

は
指
示
書
に

従
え
ば
バ
ラ

つ
き
な
く
高

品
質
加
工
が

で
き
る
よ
う

に
し
た
。
余

裕
の
出
た
部

分
で
、
さ
ら

な
る
品
質
向

上
や
生
産
効

率
向
上
策
を

考
え
る
仕
組

み
だ
。

　
作
業
状
態

は
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

で
見
え
る
化
し
た
。
高

い
生
産
効
率
を
誇
る
同
社
の

工
場
に
は
、
大
手
自
動
車
メ

ー
カ
ー
も
見
学
に
訪
れ
る
な

ど
、
大
き
な
関
心
を
も
た
れ

て
い
る
。

　
関
西
経
済
同
友
会
は
今
年

１
月
、
「
も
の
づ
く
り
立

国
」
復
活
の
た
め
の
提
言
を

ま
と
め
た
。
提
言
で
は
、
時

代
や
技
術
の
変
化
、
市
場
・

顧
客
が
求
め
て
い
る
も
の
を

感
じ
取
り
、
新
し
い
価
値
創

造
を
す
る
べ
き
だ
と
主
張
。

そ
の
た
め
に
、
モ
ノ
づ
く
り

に
と
っ
て
多
様
な
人
材
や
組

織
の
再
構
築
が
必
要
と
提
言

し
た
。
す
べ
て
に
お
い
て
徹

底
し
た
「
現
場
主
義
」
を
貫

く
こ
と
も
提
案
さ
れ
た
。

　
ど
れ
だ
け
い
い
建
物
を
作

り
、
性
能
の
い
い
設
備
を
入

れ
て
も
、
そ
れ
を
生
か
す
の

は
人
だ
。
「
モ
ノ
を
つ
く
る

前
に
人
を
つ
く
る
」
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
創
業
者
の
松
下
幸

之
助
氏
が
残
し
た
言
葉
は
、

大
手
、
中
小
に
関
係
な
く
、

モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
人
材
育

成
に
取
り
組
み
続
け
る
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
る
。


